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検索

「認知症介護研究・研修大府センター」は、国の補助事業として
平成13年4月に社会福祉法人「仁至会」に設置された認知症介護の
研究・研修を行う施設です。

平成21年10月1日、厚生労働省の「認知症の医療と生活の質を高め
る緊急プロジェクト」に基づいた若年性認知症施策の取り組みのひ
とつとして全国初の「若年性認知症コールセンター」が、当センター
に設置されました。

専門的教育を受けた相談員が、誰もが気軽に相談できるコールセン
ターを目指して、若年性認知症の人、一人ひとりの状態に応じた支
援を行っています。「認知症介護研究・研修大府センター」は、

若年性認知症の研究と支援に取り組んで

います。

お気軽に下記フリーコール（無料）
までお電話ください。

若年性
認知症
コールセンター

https://y-ninchisyotel.net/

社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町3丁目294番地

ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？
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若年性認知症コールセンター

認知症は、加齢とともに発症するリ
スクが高くなる疾患です。

しかし年齢が若くても発症すること
があり、65歳未満で発症した場合は
「若年性認知症」といいます。

働き盛りの世代にもおこる認知症は、
本人だけでなく家族の生活に与える
影響が高齢者の発症に比べ大きく、
社会的にも重大な問題となっています。

おだやかだったはずの夫が、まるで
別人のようなふるまいをする。母が
得意だった料理を作りたがらない。
同僚が約束を守らない、忘れるなど、
得意先からのクレームが増えた…。

こんな疑問や不安をお持ちの方、ひ
とりで悩まず私たちにご相談くださ
い。

「若年性認知症」とは ？

相談は無料です 月～土曜日 10：00～15：00（年末年始・祝祭日除く） 
ただし水曜日 10：00～19：00

若年性認知症コールセンターは、
全国若年性認知症支援センターの
事業として実施しています。



働き盛り世代の発症は
周辺にも大きな影響を及ぼします。

配偶者 への影響

配偶者が発症した場合、家事や子育てなど
の役割が十分に果たせなくなることがあり
ます。時に親世代の介護と重なることもあ
ります。
経済的負担のほか、家事や介護の負担が一
方にかかってくることが考えられます。

子ども への影響

子どもにとっても心理的影響は大きいです。
中学生・高校生では自分自身も大きく成
長していく時期でもあり、親を頼りにする
時期でもあります。
親の変化に戸惑いを覚えたり、進学や就職、
結婚などに不安を感じることがあります。

仕事 への影響

認知症を発症した場合、記憶力や判断力の
低下によって、ミスが増えたりして、仕事に
支障が出てくると考えられます。診断が遅
れたり、上司や同僚になかなか気付いても
らえない場合は、配置転換、勤務時間の調
整などの対応が遅れてしまいます。本人は
仕事を続けたいという気持ちも大きく、精
神的にとてもつらい思いをすることになり
ます。

Cさん（58歳/ご本人について相談）

経済的支援をはじめとする社会保障に
ついてご案内しました。

「若年性認知症」の発症で仕事を失うこと
はありませんでした。しかし、症状の進行に
より業務に支障が出て退職を迫られていま
す。子どもの進学、家のローンなど経済的な
不安もあります。

当センターからのアドバイス

Aさん（54歳/配偶者について相談）

夫はうつ病で、薬物治療をつづけていました
が、よくなるどころか、症状はひどくなるば
かりです。インターネットで症状を検索し
「若年性認知症」を疑い、コールセンターに
相談しました。

専門的な検査と診断を受けることがで
きる医療機関の情報を提供しました。

当センターからのアドバイス

Bさん（17歳/母親について相談）

学校の先生やスクールカウンセラーに
相談することと、ヤングケアラーの会に
ついての情報を提供しました。

母が「若年性認知症」と診断されました。料
理などの家事ができず手伝っています。進路
を決める時期ですが母のことを考えると不
安と焦りで辛くなってしまいます。
誰にも相談できず、将来が不安です。

当センターからのアドバイス
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